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の代表だった。現在﹁日文研﹂の研究業務上の重点をなしている﹁大衆文化﹂とも接点をもつ話題である。だが和凧については、いくつかの地域行政の取り組みや、現場の保存会、凧職人さんたちの努力はみられるものの、学術研究できちんと対象にされ ことはないままで推移してきた。現在、学術振興会の外国人枠 研究費支給を得て、 の外来 員となっているセシル・ラリが二〇一八年一二月二〇︱二一
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tique du cerfvolant を試みた。一六五〇年代の幕府の﹁烏賊





話題とした。河川と用水路に囲まれた輪中の地理的な特殊性、街道の開発にともなう集落の自己意識の変遷にともない、巨大な凧競技が集落をまとめる靭帯と化し、地域の維持刷新の要となる。その白根では町をあげて凧と民具を中心とした博物館を運営している。セシル・ラリはこの事例を分析した。祭礼にあっては のみならず仮設の飾り物は、最後には壊して捨てる が一般だろう それが翌年への継承を司る歳月の運行と回帰 不可欠だからだ だがだとすると、 を保存するという博物館 志向は、凧をめぐる行事の本性とは背馳しないだろうか。筆者はそうした素朴 質問 してみたが、この問題 、竹や和紙、綱引きの縄にいたるま 、凧制作の原材料が現地供給できなくなりつつある現実、祭りの将来への存続とも裏腹の事態なのだと う。
凧はどこまで、いかにして日本文化と関連づけて海外で認
識されてきた か。オリヴァー・ベンジャミン・ヘマーレは、商標や絵葉書、マッチ箱の意匠など幅広 対象 踏査し、欧米における日本表象のなかで 凧を分析した。二〇世紀前半を迎えても、ジャンク船を凧で曳航する いった荒唐無稽な異国趣味が、商標や舶来品広告図像にはなお生き残っ
ており、そこでは現実と空想のみならず、日本と中国さらには東南アジアも混交をやめない。スヴィトラナ・シールズはロシア語文化圏に視点を移し、マルク・シャガールの空 に浮かぶ人物像に注目し、地上のシャガールと手を取り合って宙に漂う愛人ベラの姿 は、日本の奴凧に由来する想像力が働いているのでは？という仮説を展開 た。まだ立証、とまではゆかない恨み あるが、確かに二〇世紀前半にパリに移住した放浪の藝術家たちが、空に漂う魂に憧れ そこに郷愁を託したことは否定できまい。これは評者による蛇足だが、思えば凧の代わりにニューヨーク摩天楼上空 飛行機
Point 
d ’interrogation ︵ ﹁疑問符号﹂ ︶を飛ばせ、パリのセーヌ河上
空には飛行船
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野外で多くの凧が揚げられた事績を扱った。 ﹁タコ街道プロジェクト﹂の島袋道浩もフェスティヴァル参加者のひとりだったが、若い日本の作家には 日本列島の軛を離れ 欧州で凧に創作の夢を託する創意 見られ 。この将来展望はそのまま総合討議に持ち越される。
不肖・稲賀はこの討議の司会進行役を仰せ遣ったが、議論
を受け、ひとつ指摘した。中国語 凧は鳥 風や笛といった﹁息吹﹂に由来する漢字を組み合わせた語彙からなる。凧は















































演題における問題提起を取り上げたい。姜氏から見れば、日本のアジア主義と近代中国革命は、いわば 国家的情念﹂から生まれた双子のような関係にあるようだ。 ﹁アジア主義には近代と伝統にま が 二つの側面があり、近代の側面︵ナショナリズム︶は中国 革命、近代 家の成立をもたらしたが、伝統的側面は、戦前の﹁大アジア主義﹂的国家関係をつ
